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〔研究論文〕
社会科教育の本質に関する研究課題 —-----

中国の近代化に対する、 日本と中国の認識の相違
柳田国男における郷土への視角

篠原 昭 雄( 1 )
大 谷 英 子(11)

農業経済学と「農村生活誌」との関わりを手がかりとして

地理教育における工業化に伴う地域変容の教材化
茨城県西部を事例として —-

〔研究ノート〕

高等学校教育への開発教育の導入—------ -----

地理的情報に着目した地理教育への一試案
空間認知能力の向上をめざして ------- ------

溜 池 善 裕(25)

··= 橋 浩 志(37)

.• 生 地 陽(55)

田 村 和 浩(65)
権力の哲学者ミシェル ・ フ ー コ ーと「生存の美学」について —------ — 功 刀 幸 彦(81)

〔研究会報告〕
6月例会・・ー・・ー・.. ・

11月例会

〔図書紹介〕
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弘 ・ 塚 原 直 人(96)

日本社会科教育学会編『社会科教育文献目録第3集』 ••••••••••• 江 口 勇i台(99)

〔学会鍋報〕
平成2年度学会活動報告..
教育研究科平成元年度修了生 修士論文一覧 ．ー···················
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筑波大学社会i斗教育学会会則

条（名 称）

条（目 的）

条（（舌 動）

条（会 員）

2. 

条（本 部）

条（役 員）

本会は筑波大学社会科教育学会と称する。

本会は社会科教育に関する研究を行い、 あわせて会員相互の連絡

をはかることを目的とする。

本会は前条の目的を達成するために、 次の活動を行う。

1. 研究会の開催 3. 資料の収集・交換

2. 機関誌の発行 4. その他必要と認められるもの

本会の会員は、 筑波大学の出身者およひ本会の趣旨に賛同する者

て、 所定の会費を納入した者とする。

本会に賛肋会員をおくことかできる。 賛肋会員は、 会の趣旨に賛

同し、 賛肋会費を収める者とする。

本会の本部は、 筑波大学教育学系社会科教育学研究室におく。

本会は次の役員をおく。

会 長 1名 副会長 1名 評議員 若干名

幹 事 若干名 会計監査 2名

2. 評議員および会計監責は総会において選出する。

3. 会長および副会長は評議員会で選出する。

4. 幹事は総会の承認を得て、会長か委嘱する。

5. 役員の任期は2年とする。 ただし再選を妨げない。

第 7 条（役員の任務） 会長は本会を代表し、会務を統括する。

第 8 

第 ， 

2. 

3. 

4. 

5. 

条（顧 問）

条（会 議）

2. 

副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行す

る。

評議員は評議員会を構成し、重要な会務を運営する。

幹事は幹事会を構成し、会長をたすけて会務を運営する。

会計監査は、 本会の会計を監査する。

本会には顧問をおくことができる。 顧問は総会の承認を得て会長

が委嘱する。

本会の会議は、総会、評議員会および幹事会とする。

総会は毎年 1回会長か招集し、会員の過半数の出席によって成立

する。 ただし、会員は委任状をもって議決権を他の会員に委任する

ことができる。

3. 必要ある場合、会長は臨時総会を招集することができる。

4. 総会の議庚決定は、出席会員の過半数をもって行う。

5. 評議員会は、会長、副会長、評議員をもって構成し、会長の招集

によって重要な会務を審議する。

6. 幹事会は会長が招集する。

第 10 条（会 計） 本会の経費は、会費、寄付金、その他をもってこれに充てる。

2. 本会の会費は総会で定める。

3. 本会の会計年度は毎年4月 1 日に始まり、翌年 3月31日までとす

る。

第 11 条（会則の改正）会則の改正は、総会の議を経なければならない。

付 則 この会則は昭和57年2月11日から施行する。



I 1990 (平成2)年度役員

会 長 篠原昭雄（筑波大学教育学系）

副会長 上笹 恒（筑波大学哲学・思想学系）

評議員 朝倉隆太郎（豊田短期大学）， 石井透雄（茨城・鉾田農業高）， 石川裕之（長野・飯

田高）， 飯島睦子（東京・今川中）， 大森 正（東洋大学）， 梶 哲夫（早稲田大学）

金子 巧（広島・舟入高）， 後藤忠司（兵庫・須磨反ケ丘高）， 小森正明（宮内庁）

佐藤宏夫（栃木・小山高）， 高山次嘉（新潟大学）， 竹下裕隆（愛知・豊田高）， 谷

川彰英（筑波大学）， 長瀬 守（豊田短期大学）， 二谷貞夫（上越教育大学）， 平岡

可奈之（神奈川・桐蔭学園）， 藤沢 健（岩手・岩手高）， 古山良平（東京・学芸大

学付属高）， 別府淳夫（筑波大学）， 三浦軍三（東京学芸大学）， 横山十四男（東京

家政学院大学）

会計監査 田中通彦（筑波大学）， 三野輪敦（茨城・若渓学園中・高）

幹 事 大森 正， 梶 哲夫， 上笹 恒， 谷川彰英， 西沢利栄， 菱山謙二， 別府淳夫，

松本敏伊藤純郎小森正明長野広務古山良平谷田部玲生， 木村勝彦

木村健一郎溜池善裕， 松岡尚敏， 松本 康， 福永徳善 田村真宏山本栄一，

塚原直人

「筑波社会科研究」編集委員 谷川彰英， 森茂岳雄松本敏松岡尚敏，

木村勝彦， 松本 康， 木村健一郎， 溜池善裕，

福永徳善， 田村真広
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〈編集規定〉

(l) 木誌は筑波大学社会科教育学会の機関誌であり、 年一回発行する。

(2) 本誌は本学会会員の研究論文、 研究ノ ー ト、 書評、 研究会報告、 学会襲報、 その他会員の研

究活動に関する記事を褐載する。

(3) 本誌に論文その他を掲載しようとする会員は、 所定の執箪襄領に従い［編集委員会」宛に送

付する。

(4) 現行の掲載は編集委員会の審議を経て決定する。

（り） 褐載予定の原稿について、 編集委員会は執筆者との協議を通じ、 内容に変更を求めることか

ある。

(6) 本誌に掲載された論文その他は原則として返還しない。

(7) 執筆者による校正は第一校まてとし、 再校以降は原則として編集委員会の責任において行う。

〈執筆要領〉

(1) 論文原稿は未発表のものに阻る。（ただし、口頭発表、プリントの場合はこの限りてはない。）

(2) 編集委員会か特に枚数を指定する以外の原稿は、 図・表なとを含めて、 原則として研究論文

か400字詰原稿用紙30枚以内、研究ノ ー トか15枚以内、 実践報告か20枚以内、 書評か 5 枚以内と

する。

(3) 原稿は、 400字詰横書きとする。 ワ ープロ原稿の場合、43字X31行または40字X30行描書きと

する。

(4) 原稿には、 必す英文タイトルを添付する。

(5) 原稿には、 氏名（フリガナ）、 所属（職名その他を含む）、 連絡先を付記し、 筑波大学社会

科教育学会「筑波社会科研究」編集委員会宛に送付するものとする。

(6) 図版等て特定の費用を要する場合、 執筆者に負担させることかある。

(7) 原稿／切は毎年9月30日、 発行は翌年2月11日とする。

筑波社会科研究 第10号

1991年2月11日 印刷• 発行

編 集 「筑波社会科研究」編集委員会

代表者 谷 川 彰 英

発 行 筑波大学社会科教育学会

会 長 篠 原 昭 雄

事務局 茨城県つくば天王台1-1-1 (〒305)

筑波大学教育学系 社会科教育学研究室

TEL 0298-53-7629-----31 

印 刷 甲 文 堂

東京都文京区大塚1-4-7 (〒112)

TEL 03-3947-0844 
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